
Identify™

RTL デバッガ 

FPGAデザインの機能性を完全に検証することは 、 これまで以 
上に複雑になってきています 。 現在の FPGAの規模では 、 ASIC
に匹敵する機能性が可能です 。 シミュレータのような従来の検 
証手法は非常に時間がかかり 、 かつ回路内部のテストができま 
せん 。 FPGAからビット ･ レベルの信号を取り出す手法で得られ 
るデータは 、 理解して変更するのに多くの時間を消費します 。 
Synplicity社の Identifyソフトウェアは 、 FPGAを回路内部で駆動 
しながら 、 オリジナルの RTLソース ･ コードを直接デバッグする 
ことによって FPGAの機能検証の課題を解決します 。 実速動作 
中の回路内部の検証 、 RTLソース ･ コードへ条件的トリガを容易 
に設定 、 FPGAからのデータを RTLソース ･ コードや波形ディス 
プレイに直接表示などの利点を提供します 。 

実速動作中の回路内部を RTLでデバッグ 
Identifyソフトウェアは 、 ハードウェア ･ トリガをコントロール 
し 、 RTLソース ･ コードに直接取り込まれたデータを表示するこ 
とによって 、 RTLシミュレータに類似した方法でハードウェア 
をデバッグすることを可能にします 。 このことによって 、 複雑 
な機能の問題を特定する ― しばしばそれはバグを発見すること 
を意味する ― のに必要とされる時間を数週間 、 数ヶ月の単位か 
ら数日に削減するという劇的な時間短縮を実現します 。 Identify
ソフトウェアを現存のデザインに適用することは非常に簡単です 。 
Identify Instrumentorは HDLソース ･ コードを読み込むために 
使用され 、 設計者は観測するための信号やソース ･ コード 
の部分を選択することが可能です 。 
その後 Identify Instrumentor は新たな RTLソースを作成し 、 
通常のフローと同様に合成され配置配線ツールに渡されます 。 
いったん FPGAがプログラムされると 、 トリガをセットし 、 
取り込まれたデータを観察するために 、 Identify Debuggerが 
JTAG経由で FPGAと情報のやり取りを行います 。 
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RTLソース ･ ビュー： 
オリジナル RTLソース ･ コード 、 
可能なトリガ 、 現在のトリガ 
およびターゲット FPGAからの 
実データを表示 

コマンド ･ ライン ･ ビュー： 
TCLコマンド／スクリプト 
の使用 、 コマンド ･ ヒストリ 
の参照 、 およびデバッグ ･ロ 
ジックのサイズ見積りが可能 

デザイン階層ビュー： 
RTLソース ･ コード表示のために 
どんなレベルでもデザインの 

選択が可能 



Identifyの機能 
 

 
 デザ イン のRTLソー ス･ コー ドに  
 デバ ッグ ･ポ イン トを 設定  
 デザ イン のRTLソー ス･ コー ドを デバ ッグ  
 Verilog、 VHDL、混 在言 語を サポ ート  
 

列挙 タイ プの デー タを 使用  
 

VCDフ ァイ ルを 出力  
 VHDLモデ ルを 出力  
 サン プリ ング およ びト リガ 用の 信号 を選 択 
 

信号 幅お よび 信号 の深 さは 無制 限 
 

連続 した トリ ガ条 件の 設定 は無 制限  
 JTAGハー ドウ ェア ･イ ンタ ーフ ェイ ス 
 

組込 みJTAGあ るい はユ ーザ が選 択し たJTAGを 使用  
 

デバ ッグ ･ロ ジッ クを パイ プラ イン 化 
 デバ ッグ ･ポ イン ト設 定中 にエ リア 見積 りが 可能  
 TCLベ ース のコ マン ド･ ライ ン･ イン ター フェ イス  
 

利　点 
 
 
 
サン プリ ング およ びト リガ 用の 信号 やコ ード を容 易/迅速 に選 択 

 
大容 量FPGAを 最少 のデ バッ グ･ ロジ ック で迅 速に デバ ッグ し有 用な 結果 を提 供 

 全て のHDLをサ ポー ト 
 RTLソ ース ･コ ード 上に 、ビ ット ･レ ベル では なく  

 ステ ート ･マ シン にと って 最適 なデ ータ ･タ イプ で表 示 
 取り 込ま れた デー タは タイ ムベ ース ･フ ォー マッ トで 波形 ビュ ーア に表 示 

 取り 込ま れた デー タは 全タ イプ の情 報を 保存 して VHDL波形 ビュ ーア に表 示 
 必要 なデ ータ のみ 提供 し、 デバ ッグ ･ロ ジッ クは 最少 に 

 FPGAの許 容領 域内 であ れば 、い くつ もの 信号 ある いは 信号 の深 さの  
 デー タ取 り込 みが 可能  

 どん な連 続し たイ ベン トで もト リガ とし て使 用可 能 
 現存 する ハー ドウ ェア ･ボ ード およ びケ ーブ ルを 幅広 く選 択可 能 

 組込 みJTAGポ ート およ びJTAGイ ンタ ーフ ェイ スと して  
 ユー ザが 選択 した ピン を使 用 

 オリ ジナ ル･ デザ イン のタ イミ ング への 影響 は最 少あ るい はゼ ロ 
 デバ ッグ ･ロ ジッ クに よっ てエ リア 使用 状況 を直 ちに フィ ード バッ ク 
 スク リプ ト経 由で のデ バッ グ･ ポイ ント の設 定や デバ ッグ の自 動化 が可 能 
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デバッグを高速にする方法 
Identifyソフトウェアは 、 特定な値の信号へのトリガのセット 
あるいは CASE文や IF文のような RTLコード部分のトリガと同 
様の遷移を可能にします 。 例えば 、 Identifyソフトウェアでス 
テート ･ マシンをデバッグする際は 、 実行するトリガをセットす 
るためにステート内の該当する行の横をクリックするだけです 。 
他の手法では 、 幾つものバスをモニタし 、 多くの特定の条件を 
探す必要があるはずです 。 Identifyソフトウェアのトリガは非 
常にシンプルで 、 特定の条件は単一のトリガで正確にセットす 
ることが可能なためトレースするための大きなバッファの必要 
性は少なくなります 。 複雑な条件が必要な場合 、 Identifyソフ 
トウェアは 、 TCLを利用して明示された連続したトリガ条件を 、 
制限なく許可することによって完璧な柔軟性を提供します 。 

Identifyソフトウェアは RTLシミュレーションに似たデバッグ 
環境ですが 、 実動作速度での処理を行うため 、 実際の信号を使 
用できます 。 今日の FPGAは合成後のネットリストやビット ･ レ 
ベルの信号ではなく 、 設計されたレベルでのデバッグが可能な 
のです 。 特定の条件は 、 デザインへの影響を最少にするため 、 
他のアプローチに比べデバッグ ･ ロジックの取り込みを少なくす 
ることができます 。 取り込まれたデータはシミュレーションと 
の比較が容易で 、 迅速に矛盾を発見できます 。 このような利点 
によって FPGAを完全に検証できるので Identifyソフトウェア 
は他のソリューションよりも早くバグを発見することができ 、 
製品の市場投入時期を早めます 。 

• デザインのRTLソース･コードに直接デバッグ･ポイントを 
   設定しデバッグを実行 
 • Verilog、VHDLおよび混在言語をサポート 
 • VCD、VHDLモデルを波形ビューアへ出力 
 • オリジナル･デザインのタイミングへの影響を防ぐために 
   デバッグ･ロジックのパイプライン化を実施 
 • TCLベースのコマンド･ライン･インターフェイスを装備 
 

Identifyの特長 
 

FPGA配置配線 
 

FPGA

RT Lソ ー ス  
 

Identify™

Instrumentor

FPGAシ ン セ シ ス  
 

Identify™

Debugger

観測する信号／ 
 条件の選択は容易 
 




